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Ｖ7.20.１ 対応版 2020年10月19日

新機能一覧

✔ 表紙



⚫ 特許庁の仕様変更に対応し、「本権利抹消識別」の「消滅」と表現されている値を「抹消」に変
更。

⚫ 数値単位辞書の「パーセント」にて「質量パーセント」「重量パーセント」を追加。

⚫ グラフ描画時、軸なしｘ軸なしの描画結果に関しては、「同一要素間省略」が有効でも省略し
ないよう修正。⇒新機能の「バブル円グラフが単独で作成可能に」をご参照ください。

⚫ 数値単位処理での「・」中黒をピリオドとして扱う処理を廃止。

⚫ PMGSのデータを更新。

⚫ ＮＲＩサイバーパテントデスク２の表記をサイバーパテントデスクに変更。

⚫ おすすめメニューの追加。

✔ Ｎ００ Ｖ7.20.1 のアップデートにおける変更点一覧

－ 改定 －

⚫ 棒グラフ（横）を追加。

⚫ 単体の円グラフ（シェアマップ）が作成可能に。

⚫ バブル円グラフのラベルに百分率表示を追加。

⚫ 文書中の引用公報の判定条件にドイツ特許・中国特許を追加。

⚫ 環境設定にて、ぱっとクリップボードの履歴数の設定項目を追加（最大１００件）。

－ 新機能 －

⚫ 含数分析（総合計）において、グループワードを含んだ結果行から文書ブラウザを開くことが
できない問題を修正。

⚫ マルチ階層化分析において、チェックボックスで選択した文書が、ランキングの生成に反映さ
れない不具合を修正。

⚫ 階層化分析で時系列を選択した時、年単位での設定が正しく動作していなかった問題を修正。

⚫ ２社比較分析での集計時、複合条件での集計結果が正しく集計されるよう修正。

⚫ 重複文書の結合時にエラーが発生するケースがあった点を修正。

⚫ ぱっとマイニングCSV形式を読込時、ファセットが複数含まれるデータを正しく読み込めない
不具合を修正。

⚫ 「公開特許公報」に「特許番号」が含まれる場合に正しく読み込めない問題を修正。
（JP-NETから公開公報優先でダウンロードした場合に発生）

－ 修正 －



☑ 棒グラフを横向きに描画します。出願人名や分類コードなど、文字数が多くなりがちな項目を縦軸に
選択すると、見やすいグラフが作成できます。

☑ Ｙ軸だけを使用し、グラフの種類は「棒グラフ（横）」を選択します。

✔ Ｎ０１ 棒グラフ（横）を追加 - グラフブラウザ -

－ 横に伸びる棒グラフ －

☆ ここがポイント！ ☆

基本的にはＹ軸だけを使用しますが、Ｘ軸を使った活用も可能ですので、色々と工夫してみてください。



☑ Ｚ軸だけを使用して、バブル円グラフで円グラフ（シェアマップ）を作成することができるようになり
ました。

☑ グラフ描画時、軸なしｘ軸なしの描画結果に関しては、「同一要素間省略」が有効でも省略しないよう
修正しました（省略すると白紙になります）。このため、Ｚ軸だけでの描画が可能になりました。

✔ Ｎ０２ 単体の円グラフが作成可能に - グラフブラウザ -

－ Ｚ軸だけを使った作図 －

☆ ここがポイント！ ☆

上手は、割合を示す円グラフですが、数字は件数（文書数）を示しています。

数字でも割合（百分率＝％）を表示したい場合は、次ページを参照してください。



☑ バブル円グラフに表示される数字は件数（文書数）だけでしたが、百分率（％）での表示も可能になり
ました。

☑ バブル円作成時に「大きさ可変・百分率表示」と「大きさ一定・百分率表示」が選択できるようになりま
した。

－ バブル円グラフの表現力がアップ －

✔ Ｎ０３ バブル円グラフのラベルに百分率表示を追加 – グラフブラウザ -

☆ ここがポイント！ ☆

「大きさ可変・百分率表示」では、件数の大小をバブル円の大きさで、比率を円グラフとラベルの数値で
表現することができます。



☑ 文書中の引用公報を自動で判別するための「引用表記の別名定義」に、ドイツ特許と中国特許の別
名定義を追記しました。下記の手順で操作して追記を反映してください。

☑ 「システム」⇒「引用公報の表記設定」をクリックして、ご確認ください。

☑ 「引用公報の別名定義」ウィンドウが表示されたら、上記の手順で「デフォルトに戻す」をクリックして、
デフォルトの設定値を読み込んでください。

✔ Ｎ０４ 文書中の引用公報の判定にドイツ・中国特許を追加 – 読み込み時 -

－ バージョンアップ後、手動での操作が必要です －

☆ ここがポイント！ ☆

ぱっとマイニングＪＰをバージョンアップしただけでは「引用公報の表記設定」が更新されないので、
必ず上記の手順でデフォルトに戻してください。

①

②

③

④



☑ ぱっとクリップ（ぱっとマイニング専用クリップボード）の履歴が、最大１００件までの任意の件数を保持
することができるようになりました。

☑ 「システム」⇒「環境設定」⇒「その他」タブでご確認ください。

☑ 抽出条件やグラフの軸設定などに活用できるクリップボードの記憶件数が最大１００件（従来は１０
件）になったので、利便性が大幅に向上しました。

✔ Ｎ０５ ぱっとクリップの履歴数が可変に – ぱっとクリップ -

－ 最大１００件の履歴を保持 －

☆ ここがポイント！ ☆

ぱっとクリップは知っていると大変便利な機能です。ぱっとクリップの画面を開いたままで作業いただく
と、その利便性を感じられます。ぜひご活用ください。

ぱっとクリップの画面



☑ 「本権利抹消識別」の「消滅」と表現されている値を「抹消」に変更するようにしました。

☑ データ読込時に、「本権利抹消識別」の項目内に記載されている「年金不納による消滅」などの記述
の「消滅」というワードを、特許庁の仕様変更に対応して 「抹消」に読み替えます。

✔ Ｎ０６ 「本権利抹消識別」の「消滅」を「抹消」に変更 – 読み込み時 -

－ ファイル形式を整理しました －

☆ ここがポイント！ ☆

従来からご利用のデータについても、読み込み時に「消滅」⇒「抹消」に読み替えます。



☑ 単位マスタ設定において、 「％」と「質量％」「重量％」を同一視するように追記しました。

☑ 「システム」⇒「辞書設定（数値＆単位 単位マスタ設定）」をクリックしてシステム・単位辞書の１５９行
目をご確認ください。

✔ Ｎ０７ 「質量パーセント」「重量パーセント」を追加 – 数値単位辞書 -

－ 「％」と「質量％」「重量％」の同一視 －

☆ ここがポイント！ ☆

「％」は単位ではなく比率の表示であり、「質量％」と「重量％」は厳密には同じものではありません。

対象とされる分野によっては、「％」と「質量％」「重量％」を同一視したくない場合もありますので、
その際はチェックを外してご使用ください。



☑ おすすめ機能のメニューを追加しました。

☑ 特許評価機能で付与した得点（スコア）を利用した分析機能を、おすすめタブのメニューに
追加しました。

✔ Ｎ０８ 【おすすめ】タブのメニューの項目を追加 – 分析関連 -

－ スコアを利用した分析 －

☆ ここがポイント！ ☆

気に入った機能があれば、マイメニューに記録（保存）しておきましょう。【おすすめ】の内容は、
次回のバージョンアップなどの際に変更される可能性があります。
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